２０２０年度 タンポポ活動計画

【対象】
　「タンポポ」とは、練馬山の会の新入会員（入会年度内および入会次年度より２年間）を対象とした登山の知識や技術を自主的に学習する組織です。
　練馬山の会の年度とは６月１日から始まり翌年５月末日までを指します。

練馬山の会では、会員が自ら学び練習する気風を育むことで、お互いが自立した登山者として成長し、共に登れる仲間が増えることを願っています。
尚、本年度は、コロナウイルス感染拡大の影響により、活動計画が中止又は変更となることがありますので、ご承知おきください。
【目的】
　「タンポポ」活動の目的は、以下の三つです。
１．山岳会として次世代に伝えるべき技術を継承する。
２．総合山岳会としての特色を生かし、多様な登山の方向性に関心を持ってもらう。
３．個人山行主体の会として、自らの求める登山を、自分自身で計画し、主体的に実践できる力を身につける。 
【活動計画】
1． 会主催の訓練
1 沢登り訓練　（渡渉・滝の登攀等に必要なロープワーク、沢の生活技術）

2 岩登り訓練Ⅰ（外岩での支点工作とトップロープクライミング、懸垂下降）

3 岩登り訓練Ⅱ（マルチピッチクライミングとセルフレスキュー）

4 雪上　訓練Ⅰ（深雪のラッセル、雪崩回避と埋没者の救助、雪山生活技術）

5 雪上　訓練Ⅱ（雪上歩行とアイゼン・ピッケルワーク、支点工作とビレイ）

6 捜索・救助・搬出訓練

2． タンポポ入門山行
1 沢登り入門　　　（初めての沢登り・丹沢マスキ嵐沢）
2 岩登り入門　　　（初めての岩登り・日和田）
3 雪山入門Ⅰ　　　（初めての雪山・北八ヶ岳）
4 雪山入門Ⅱ　    （初めての雪山・北八ヶ岳）
5 入門補習　　　　（岩登り入門の補習を随時実施）
3． 山の基本講座（実技）※順不動
1 地図読みと歩き方
（地形と地図の整置と理解、履物と歩き方、登山靴の履き方とメンテナンス、等）

2 ナビゲーションと装備
（整置とコンパスの使い方、オリエンテーリング、登山装備の説明と使い方、等）
3 縦走の技術と知識
（食事と休憩、下りの注意点、キジ撃ちの作法、雨・風対策、等）
4 プチ探検登山
（目印になる場所を言葉で確認、地形の見極めとルートファインディング、等）

5 ボルダリングと緊急時の対応
（足さばきとバランス、安全確認と登らない判断、緊急時の救助要請と応急手当、等）

6 デイキャンプ

　（テント生活の作法と幕営装備の説明、パーティーの意味、不整地の歩き方、等）

4． 自主山行と日常のトレーニング
1 計画、実行、評価、改善を繰り返しながら少しずつレベルアップ
（ルートの特徴やコースタイム、危険個所や天候の変動等を自分で調べて計画し、その通りに実践できたかどうか、アクシデントがあった場合の対処等を報告。）
2 ギブ・アンド・テイクの実践
（例：日和田での課題を指導できるようになれたら三ツ峠に誘ってもらえる。三ツ峠をリーダーで登れるようになれたらアルパインルートに誘ってもらえる。）

3 山の基本に習熟
（話を聞いただけ、１回体験しただけでは身につかない。自分で考え、試しながら繰り返すことで、指導できるまでに熟練することを目指す。）

5． 学級活動

1 学級委員

数名の学級委員を選出して学級活動とリーダー部との調整を円滑に行う

（学級委員でなくても、２年目からは会運営に積極的に関わりましょう。）
2 ホームルーム

毎月第３水曜日に開催
自主山行の計画と報告、トレーニング等の打合せ、山の基本講座（机上）
学級委員が司会、書記はそのつど司会が指名

3 学級新聞

毎月、ホームルーム後にその月の書記が作成（タンポポＭＬを活用）

学級活動を記録して共有

4 タンポポＭＬ

各種情報の共有

5 タンポポ山行
メンバーが順番にリーダーを務め、毎月実施を目指す
新入会員どうし、より良く知り合う機会

新入会員自身が企画
6 ＨＰ

タンポポ活動の様子を投稿し、会内外へ積極的なアピール

入会希望者をホームルームに勧誘

